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（仮称）旧上瀬谷通信施設公園（北地区）における民間活力導入についての 

サウンディング調査（対話 1 回目） 実施要領

 旧上瀬谷通信施設は、平成 27 年(2015 年)６月に返還された米軍施設の跡地で、面積は約 242ha と首
都圏でも貴重な広大な土地です。横浜市では土地利用について検討を進めており、まちづくりの一環と
して新たな公園の整備を計画しています。（仮称）旧上瀬谷通信施設公園では、現在の地形などをいかし
ながら、北地区、西地区、中央地区、東地区の 4 つの地区を設定しており、北地区は「公民連携を積極的
に推進し、自然と共生しながら、賑わいを創出する地区」としています。 
このたび、（仮称）旧上瀬谷通信施設公園の北地区における民間活力導入のため、サウンディング調査

（対話）を実施しますので、ぜひご参加ください。 
●想定プロセス

●対話 1 回目の方法

本サウンディング調査には、一般社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会と（仮称）旧上瀬谷通信施設
公園公民連携支援業務委託の受託者も同席します。 

●対話参加の申込み 事前申込制 

エントリーシート（様式１）及び秘密保持誓約書（様式４）に必要事項を記入し、E-mail に添付の上、
期間内にご提出ください。メール件名は【サウンディング調査参加申込】としてください。
申込期間終了後、個別に日程をご連絡します。
なお、申込み後、提案検討用の追加資料を提供します。お早めにお申し込みください。

●提案シートの提出 対話参加条件

記入済みの提案シート（様式２）及び必要に応じて補足資料を E-mail に添付の上、期間内にご提出くださ
い。メール件名は【提案シート】と記載してください。
【提出期間】令和 ４年(2022 年) ９月 29 日 （木） ～ 11 月  ４日 （金） 午後 ５時 締切

【送 付 先】 ks-kamiseya@city.yokohama.jp 環境創造局公園緑地整備課上瀬谷担当 

●質問シートの提出 任意 

サウンディング調査や（仮称）旧上瀬谷通信施設公園等について質問がある場合は、質問シート（様式３）
にご記入の上、E-mail に添付してください。メール件名は【質問シート】と記載してください。
頂いた質問には対話の際に、ご回答します。
【提出期間】令和 ４年(2022 年) ９月 29 日 （木） ～ 10 月 20 日 （木） 午後 ５時 締切

【送 付 先】 ks-kamiseya@city.yokohama.jp 環境創造局公園緑地整備課上瀬谷担当 

【日   時】令和 ４年(2022 年) 11 月 10 日 （木） ～ 11 月 16 日 （水）（１グループ１時間程度） 
【場   所】市庁舎内会議室 
【対 象 者】事業実施に関心のある法人または法人のグループ等 
【方  法】直接対話（web 会議システムによる対話の可能性もあり） 
※マスクの着用や参加人数の制限など感染防止対策にご協力をお願いいたします。
※ご希望により、web 会議システムによる対話（Zoomを利用予定）も可能です。

【申込期間】令和 ４年(2022 年) ９月 29 日 （木） ～ 10 月 20 日 （木） 午後 ５時 締切

【送 付 先】 ks-kamiseya@city.yokohama.jp 環境創造局公園緑地整備課上瀬谷担当 
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１ （仮称）旧上瀬谷通信施設公園について 

旧上瀬谷通信施設は、昭和 20 年(1945年)に米軍により接収され、平成 27 年(2015 年)６月 30 
日に全域が返還された約 242ha の米軍基地の跡地です。 
（仮称）旧上瀬谷通信施設公園（以下「本公園」という。）は、旧上瀬谷通信施設に整備される広

域公園であり、本公園予定地は、令和９年(2027年)に開催される国際園芸博覧会（以下「園芸博」
という。）の会場として利用される計画です。 
本公園は、園芸博のレガシーを継承するとともに、郊外部の新たな活性化拠点形成のまちづくり

の一環として、豊かな自然をいかしたレクリエーション空間などの人が集い、交流する場を創出
し、災害時には、大規模災害発生時における広域的な応援活動の拠点等となることを目的に整備計
画を進めています。 
詳細は別紙：（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（案）（以下「基本計画（案）」という。）を

参照してください。 
参考：(仮称)旧上瀬谷通信施設公園について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kamiseya.html 

 
２ 公園基本情報 

（１）公園概要 

所在地 横浜市瀬谷区瀬谷町・旭区上川井町 

面積 約 65ha 

公園種別 広域公園 

現況区域区分 市街化調整区域 

◆公園計画の基本テーマ：  

「みどり」で広がる暮らしの風景 

花と緑、農、水の風景が広がる上瀬谷で 
「みどり」とともにある持続可能で多様なライフスタイルを実践・発信する。 

◆公園整備の８つの方針：「つくる」「つかう たのしむ」「たかめる」の３つの視点から取組を推進 

つくる 
花と緑、農、水の風景が広がる 

上瀬谷の環境基盤の創出 

① 上瀬谷の「緑」と「水」を基調とした公園 

② グリーンインフラの展開と緑の多面的機能の発信 

③ 防災・減災に資する公園 

つかう 
たのしむ 

「みどり」とともにある持続可能で 

多様なライフスタイルの展開 

④ 「農」と持続可能なライフスタイルの融合 

⑤ 多様な主体が参画し、様々な楽しみ方を引き出せる公園 

⑥ 四季を通じて楽しみながら自然と触れ合う心地よさや喜

びを感じられる公園 

たかめる 
多様な主体と連携し緑の機能を高める 

取組・パークマネジメントを展開 

⑦ 国際園芸博覧会のレガシーの継承・発信拠点 

⑧ 公民連携による質の高いサービスの提供 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kamiseya.html
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（２）公園予定区域 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 航空写真（基本計画（案）より） 

 

＜参考＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 旧上瀬谷通信施設における土地利用計画（基本計画（案）より） 
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３ 対話の基本事項について 

 以下の内容は、現時点で市が想定している内容であり、検討中の内容も含んでいます。 

（１） 対象区域概要 

対象区域は本公園の北地区（面積：約 19.5ha）とします。新規整備公園のため、公園内の施設
やインフラ等は未整備です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 公園基本計画図（基本計画（案）より） 

 
（２） 法令基準概要 

 本公園内に建築物等を整備する場合、以下のとおり法令の適用を受けます。詳細は都市公園
法、都市公園法施行令、横浜市公園条例、横浜市公園条例施行規則等をご参照ください。 
 

 
 
 
 

事業期間 設置許可の場合、原則１０年以内 
Park-PFIの場合、原則２０年以内 

使用料 設置許可の場合、120 円（一平方メートル一箇月につき） 
建蔽率 公園敷地面積全体（約 65ha）の原則２％（上乗せ特例あり） 

※北地区の施設配置・施設規模等は想定であり、 
事業提案にあたって条件となるものではありません。 

対象区域 

ｍ 
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（３）現時点で想定する事業イメージ 

対象区域の北地区には「公民連携を積極的に推進し、自然と共生しながら、賑わいを創出する
地区」として樹林などの新たな緑の創出をしながらグランピングやキャンプ、アスレチック体験
などのアウトドア体験施設や地産地消を活用した飲食・物販施設などを整備することを想定して
います。 
なお、アウトドア体験施設には様々な内容が考えられるため、２（１）公園概要に示した「公

園計画の基本テーマ」及び「公園整備の８つの方針」も踏まえ、事業者の皆様のノウハウを生か
した柔軟なアイデアをお待ちしています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 公園の４つの地区の特徴（基本計画（案）より） 

 

 

参考：アウトドア体験施設のイメー  
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ アウトドア体験施設イメージ（基本計画（案）より） 
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４ 事業の流れ 

対象区域を含む本公園においては、公園供用開始前に園芸博（令和 9 年(2027 年)３月～９月）が
開催されます。そのため、事業者の皆様には園芸博までの施設整備や園芸博での出展など、園芸博
へ関与・参画をしていただきたいと考えています。なお、公園施設としての営業開始は園芸博終了
後の公園供用開始以降とします。 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 事業の流れイメージ 

 
５ 提案にあたってご確認いただきたい事項 

 以下の内容についてご確認いただいたうえで提案してください。 

（１） ２０２７年国際園芸博覧会について 
対象区域である北地区を含む本公園予定地を活用し、令和９年(2027 年)3月から 9 月に園芸博を

開催します。 
参考：国際園芸博覧会の開催について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/engeihaku/top.html 
参考：２０２７年国際園芸博覧会基本計画案・基本計画案概要版について 
https://expo2027yokohama.or.jp/about/plan/ 
 
（２） まちづくり方針について 
本公園の位置する旧上瀬谷通信施設では、令和 2 年(2020年)3 月に、「旧上瀬谷通信施設土地利用

基本計画」を策定し、「郊外部の新たな活性化拠点の形成～みらいまで広げるヒト・モノ・コトの行
き交うまち～」をテーマとしたまちづくりを進めています。 
参考：旧上瀬谷通信施設地区について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/kamiseysa.html 

参考：旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/kihonkeikaku.html 

 

（３） 「観光・賑わい地区」におけるサウンディング調査について 
対象区域の隣接地区である「観光・賑わい地区」は、「旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画」におい

て、テーマパークを核とした複合的な集客施設の立地を位置づけており、検討を進めています。本地
区に対し令和４年(2022年)8 月 1 日～5 日にサウンディング調査が実施されました。 
参考：「観光・賑わい地区」におけるサウンディング調査について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/sounding.html 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/engeihaku/top.html
https://expo2027yokohama.or.jp/about/plan/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/kamiseysa.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/kihonkeikaku.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/sounding.html
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（４） 交通アクセスについて
対象区域を含む旧上瀬谷通信施設周辺への交通アクセスについては、相鉄線瀬谷駅を起点とした新

たな交通の導入に向けた検討を進めています。また、周辺道路について、八王子街道の拡幅や瀬谷地
内線の整備を進めるとともに、旧上瀬谷通信施設地区内においても、環状４号線の拡幅や新たな地区
内道路の整備を行うことで、道路ネットワークを形成し、周辺道路の混雑緩和や交通の分散を図りま
す。さらに、東名高速道路と直結する新たなインターチェンジについても、今後検討を進める予定で
す。 
参考：周辺道路の整備計画概要について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/douro-seibi/gaiyou.html 

（５） 環境影響評価の手続きについて
（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業、２０２７年国際園芸博覧会、旧上瀬谷通信施設地区土

地区画整理事業、（仮称）都市高速鉄道上瀬谷ライン整備事業では環境影響評価の手続きが行われて
います。 
参考：（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業 環境影響評価手続について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/88-mokuji/ 

参考：２０２７年国際園芸博覧会 環境影響評価手続について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/96-mokuji/ 

参考：旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 環境影響評価手続について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/90-mokuji/ 

参考：（仮称）都市高速鉄道上瀬谷ライン整備事業 環境影響評価手続について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/89-mokuji/ 

（６） 横浜市公共事業評価制度に基づく事前評価の手続きについて
（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業、横浜国際港都建設事業旧上瀬谷通信施設地区土地区画

整理事業では横浜市公共事業評価制度に基づく事前評価の手続きが行われています。 
参考：（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業 横浜市公共事業評価について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kokyokamiseyapark.html 

参考：横浜国際港都建設事業旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 横浜市公共事業評価について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/jigyohyokaikenbosyu.html 

（７） 地元からの要望について
令和２年(2020 年)12 月から令和３年(2021 年)１月に実施した公園基本計画（素案）に関する市民

意見募集の実施結果をご確認ください。また、申込み後に提供する「瀬谷区上瀬谷通信施設返還対
策協議会からの要望書」も併せてご確認ください。 
参考：公園基本計画（素案）に関する市民意見募集の実施結果について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kamiseya.html 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/douro-seibi/gaiyou.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/88-mokuji/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/96-mokuji/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/90-mokuji/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kankyohozen/hozentorikumi/assessment/shinaijigyou/89-mokuji/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kokyokamiseyapark.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/jigyohyokaikenbosyu.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kamiseya.html
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６ 提案にあたっての条件 

 次の（１）～（９）の項目を前提にしていますが、事業上の可能性も含めてご検討ください。な
お、（６）～（９）については、各事業者の皆様がお持ちの実績や技術、ノウハウ等を踏まえた提案
をお待ちしています。 

（１）３（３）「現時点で想定する事業イメージ」の具現化を中心に、関連する事業も含めてください。 
（２）イベント開催等短期的な利用ではない、継続的な事業としてください。
（３）相沢川の谷戸地形をいかした生物の生息生育環境への影響など、これまでの環境影響評価手続

きの内容を踏まえたものとしてください。
（４）横浜市公園条例・横浜市公園条例施行規則に基づく使用料を納付してください。
（５）一部分ではなく、北地区全体を対象としてください。
（６）環境に配慮した取組（SDGs、グリーンインフラ、カーボンニュートラル等）やデジタル技術を

積極的に導入する提案としてください。
（７）広域応援活動拠点（※１）や広域避難場所（※２）となるなど災害時の公園利用を踏まえたも

のとしてください。
※１ 本市域内において大地震等大規模災害が発生したときに、自衛隊等の応援部隊が、市

内被災地で円滑に救助・救出活動を行うための広域拠点 
※２ 大地震により発生した火災が多発し延焼拡大した場合、その輻射熱や煙から市民の生

命・身体を守るために避難する場所 
（８）公園内の他地区（西地区、中央地区、東地区）や周辺地区（農業振興地区、観光・賑わい地区、

物流地区）など、公園内外との連携について提案してください。
（９）園芸博までの施設整備や園芸博での出展等、園芸博へ関与・参画をする事業アイデアとしてく

ださい。関与・参画の事業アイデアを検討する際には、次ページのメッセージの内容を踏まえ
たものとしてください。
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一般社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会から事業者の皆様へのメッセージ 

対象区域である北地区を含む本公園予定地を活用し、「幸せを創る明日の風景」をテーマに、令和 9 年
(2027年)3 月から 9月に国際園芸博覧会を開催します。本博覧会は、AIPH（国際園芸家協会）の承認に
加え、BIE（博覧会国際事務局）の認定を必要とする最上位（A1）の国際園芸博覧会であり、有料来場者
数1,000万人以上、地域連携や ICT活用などの多様な参加形態を含め1,500万人の参加を見込んでいます。 

本博覧会は、気候変動等の世界的な環境変化を踏まえ、我が国が培ってきた自然環境が持つ多様な機能
を暮らしに生かす知恵や文化について、その価値を再評価し、持続可能な社会の形成に活用するとともに、
「国際的な園芸文化の普及」「花と緑があふれ農が身近にある豊かな暮らしの実現」「多様な主体の参画」等
により、幸福感が深まる社会を創造することを目的とした未来志向の国際園芸博覧会を目指しています。 

本博覧会では、本博覧会の趣旨に賛同する企業のビジョンを、特徴ある魅力を備えた屋外空間の形で表
現いただいたり、新規事業の実証事業や市民・研究機関との共創事業の場として活用いただいたり、飲食
や物販等の営業活動の場として活用していただいたりできるような参加形態も検討しており、事業者の皆
様にとっても企業ブランディングを発信できる機会としていく予定です。また、本博覧会をきっかけに、
新たなまちづくりやライフスタイルなどの行動変容を目指しており、様々な分野からの企業の参画を期待
しています。 

つきましては、事業者の皆様には公園事業を踏まえ、博覧会までの施設整備や本博覧会での出展など、
どのような関与・参画が可能かご意見をいただきたいと考えています。 
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７ 主な対話の内容 

 前述の内容を踏まえ、以下の事項についてご意見・ご提案をお願いします。なお、提案できる項目の
みの対話も可能です。 
（１） 事業への参加意向について 
（２） 対象区域の魅力について 
（３） 事業アイデアについて 

・事業コンセプト 
・事業内容（想定される施設、投資（整備費）想定規模、維持管理手法 等） 
・事業手法 
（本市としては Park-PFI を想定していますが、他の事業手法の提案も可能です） 
・事業期間（工事期間、営業期間 等） 
・市内事業者の活用 

（４） 環境に配慮した取組（SDGｓ、グリーンインフラ、カーボンニュートラル等）やデジタル技術の
導入について 

（５） 広域応援活動拠点や広域避難場所となる本公園における、災害時の連携の可能性について 
（６） 公園内の他地区（西地区、中央地区、東地区）との連携の可能性について 
（７） 周辺地区（農業振興地区、観光・賑わい地区、物流地区）との連携の可能性について 
（８） 園芸博への関与・参画の可能性について 
（９） 市への意見・要望（条件、懸念事項 等） 

（※「６ 提案にあたっての条件」を満たせない場合は理由をご提示ください） 
 

８ サウンディングにあたっての留意事項 

（１） 対話参加の扱い 
対話への参加実績は、事業者公募における評価の対象とはなりません。 

（２） 対話内容の扱い 
対話でお伺いした内容は、事業者公募における公募条件の検討の参考とします。 

（３） 対話に要する費用 
対話に要する費用は、参加事業者の負担とします。 

（４） 対話資料（「提案シート（様式２）」及び「補足資料」）の提出 
当日の進行を効率的に行うため、提案シートにて「提案する」とした項目については、可能
な範囲で提案内容を補足説明する資料のご提出をお願いします。なお、補足資料の作成にあ
たり、規格・枚数共に限定しませんが、その概要を A3 判両面１枚程度でまとめてくださ
い。なお、横浜市ではメール 1 通あたりおおむね７MBまで送受信可能です。７MB 以上の
資料の送付をご希望の方はご連絡ください。 

（５） 追加対話への協力 
必要に応じて追加対話（文書照会含む）やアンケート等を行うことがあります。 

（６） 対話結果の公表 
① 対話内容等を簡潔化し、結果概要としてホームページ等で公表します。 
② 公表に際しては、あらかじめ参加事業者に表現の確認を行います。企業ノウハウに係る内容や公
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表することにより、事業者の権利、競争上の地位その他利益を害するおそれがある内容は、その
部分を非公表とすることができます。 

③ 参加事業者名は、公表しません。 
（７） 参加除外条件 

次のいずれかに該当する場合は、対話の対象者として認めないこととします。 
① 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成 11 年法律第 147 号）第 8 条第

2 項第 1号の処分を受けている団体若しくはその代表者、主宰者その他構成員又は当該構成
員を含む団体 

② 横浜市暴力団排除条例（平成 23 年 12 月横浜市条例第 51 号）第 2 条第 2 号に規定する暴力
団、同条第 4 号に規定する暴力団員等、同条第 5 号に規定する暴力団経営支配法人等又は
同条例第 7条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認められる者（法人その他団体
にあっては、その役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をい
う。）が暴力団員等と密接な関係を有すると認められるものをいう。） 

③ 神奈川県暴力団排除条例（平成 22年神奈川県条例第 75 号）第 23条第 1項又は第 2 項に違
反している事実がある者 

（８） その他 
本サウンディング調査には、一般社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会と（仮称）旧上

瀬谷通信施設公園公民連携支援業務委託の受託者も同席します。 
 
９ お問い合わせ先 

連  絡  先 横浜市 環境創造局 公園緑地整備課 上瀬谷担当 
所  在  地 横浜市中区本町 6 丁目 50番地 10 市庁舎 28階 
電    話 045-671-4615 
F A X 045-671-2724 
E  -  m a i l ks-kamiseya@city.yokohama.jp 

 

この事業は、「Park-PPP Yokohama（略称：P×P）」（公園緑地管理課 

公民連携担当）との連携により進めています。 












	【確定】実施要領
	HP用【データAI_オリジナル】基本計画（案）骨子_テキストOL_公開用(画像圧縮)0815

